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「大江戸線延伸ポスターコンクール」最優秀作品 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

第第第 111111号号号   
大 江 戸 線 延 伸 促 進 期 成 同 盟 
練 馬 区 大 江 戸 線 延 伸 推 進 課 

◆ 実施日：平成25年1月22日（火） 

◆ 出席者 

【東京都】 

   安藤 副知事 

 中村 交通局長、藤井 都市整備局理事、横溝 建設局道路監、 他東京都幹部職員 

【大江戸線延伸促進期成同盟】  

 会 長 志村 区長 

 副会長 小川 大泉学園町東町会長、淺沼 練馬区土支田町会長、藤井 区議会議長、琴尾 副区長 

幹 事 見留 大泉町一丁目町会長、國分 大泉町二丁目町会長、さんのへ 大泉町三丁目町会長、野﨑 大泉町四丁目町会長代理、 

関口 大泉学園中央会長代理、加藤 大泉学園町仲町会長、岡田 大泉学園緑町会長、星野 大泉学園町長久保町会長、 

西村 大泉学園町長栄会長、加藤 西大泉連合町会長、練馬区幹部職員 

顧 問 小林 都議会議員、中谷 都議会議員、野上 都議会議員、髙橋 都議会議員、淺野 都議会議員、山加 都議会議員 

 

期成同盟の会長である志村区長は表彰式で、「すべての作品が力強く、またすばらしい

作品ばかりでした。皆さんの作品を見て、一日も早く皆さんの住むまちの周辺に大江戸線を

走らせるため、頑張っていこうと改めて決心しました。」とあいさつしました。 

1月 22日に練馬区内の関係 32町会や区議会、区で構成する大江戸線延伸促進期成同盟の代表者が、都営地下鉄大江戸線の大泉

学園町への早期延伸の実現について要請活動を行いました。（要望書は、裏面をご覧ください。） 

 この日、都庁には、大江戸線延伸促進期成同盟会長の志村豊志郎練馬区長をはじめ、地域住民代表（副会長・幹事）や区議会議

員など 20人と大江戸線延伸促進期成同盟の顧問を務めて頂いている練馬区選出の都議会議員の皆さま立会いのもと、志村区長が、 

猪瀬東京都知事あての都営地下鉄大江戸線の早期延伸に関する要望書を安藤副知事に手渡しました。 

表彰式の様子 入賞者12名 

区長、議長、大江戸線延伸促進期成同盟幹事、

副区長、教育長 

地域住民を代表して、(上)小川副会長、 

(下)見留幹事が意見表明をしました。 

大江戸線の早期延伸の要望書を提出 

（左）志村区長（右）安藤副知事 

大江戸線延伸地域の小学校4・5・6年生に作品を募集したところ、170点の応募があり、その中から最優秀作品１点と優秀作品１１点を 

選び表彰式（平成24年11月8日）を行いました。 

安藤副知事からは、 

「大江戸線の延伸について地域の皆様方の

熱い期待は私どもも十分感じております。

昨年には一部道路（補助230号線高松六

丁目交差点～土支田地蔵北交差点間）が開

通し、相当条件としては整ってきたと思っ

ております。 

 私どもとしましては20年以上の皆様方

のご意向を踏まえて引き続き取り組みを進

めていきたいと思っております。」とのコ

メントを頂きました。 



 

（写） 

 

 都営地下鉄大江戸線の早期延伸に関する要望書 

 
時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
都営地下鉄大江戸線は、練馬区民にとって欠かすことのできない交通機関として

多くの方に利用されているばかりでなく、沿線地域のまちづくりに多大に寄与して

おります。また、東京都区部においても残り少ない鉄道交通不便地域の一つである

練馬区北西部地域の住民にとって、都営地下鉄大江戸線の大泉学園町への延伸は長

年の悲願であります。 
大江戸線の延伸についてこれまで東京都は、沿線のまちづくりと導入空間の確保

を一体的に進める必要があるとされてきました。このため区では、東京都が諸事情

から撤退した土支田・高松地区の土地区画整理事業を引き継ぎ、区として初めてと

なる公共団体施行の土地区画整理事業を行い、導入空間を確保してまいりました。

また、平成 19年、20年には、土支田・高松地区において地区計画を都市計画決定
するなどの取り組みを進め、現在は、大泉町、大泉学園町地区においても沿線に相

応しいまちづくりに取り組んでおります。 
東京都におきましては、都市計画道路補助 230 号線のうち、導入空間とされる
区間の事業認可を順次取得され、都区共同の取り組みにより、既に半分の用地が確

保され、さらに、一部区間については交通開放がなされるなど、導入空間の整備が

着実に進められているところであります。 
一方、事業採算性をはじめとする諸課題につきましては、東京都ではハード、ソ

フト両面から、採算性を含めて検討を進めていると聞いており、区においても、区

の姿勢を示し、早期延伸に資するため「大江戸線延伸推進基金」を創設し、継続的

に積み立てを行うなどの取り組みを進めております。 
このように、導入空間の確保が大きく前進し、引続き都区それぞれが取り組みを

進める今、平成１２年（２０００年）の運輸政策審議会答申第１８号の実現に向け

て、早急に鉄道事業の許可の取得等に向けた手続きを進めていただきたく、ここに

要望いたします。 
 
平成２５年１月２２日 

大江戸線延伸促進期成同盟    
会長（練馬区長） 志村 豊志郎 

東京都知事 猪瀬 直樹  様 


